
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 ３０８ 

令和５年度 地理歴史科 

 

教科 地歴科 科目 歴史総合 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 現代の歴史総合「みる・読みとく・考える」 （山川出版社） 

副教材等  

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・従来、日本史・世界史と分けて理解を深めようとしてきたが、相互にリンクする近現代史において両者を客観

的に俯瞰することで、グローバルな視点を持って歴史を理解させる。 

・板書・プリント授業だけでなく、アクティブラーニングや班別学習・研究発表などを積極的に導入し､自ら学ぶ姿

勢を養う｡ 

 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

社会的事象の歴史的見方・考え方を働かせ､課題を追及したり解決したりする活動を通して広い視野に立ち､グ

ローバル化する国際社会に主体的に生きる国家及び社会の優位な形成者に必要な国民としての能力を育成す

ることを目指す｡ 

 

 

 

 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観点 a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 



 

※令和４年度以降入学生用 

観
点
の
趣
旨 

近現代の歴史の変化に関

わる諸事情について、世界と日

本を広く相互的に捉え､近現

代の歴史を理解する｡ 

また、資料から歴史に関する情

報を効果的に調べていく技術

を身に着けさせる。 

近現代の歴史の変化に関す

る事象の意味や意義などを多面

的・多角的に考察したり、歴史

的課題の解決を構想したりする

力や効果的に説明したり、議論

したりする力を養う。 

 近現代の歴史に関する諸事

情に関して、課題を主体的に解

決しようとする態度を養うととも

に、日本国民としての自覚や我

が国の歴史に対する愛情、また

他国を尊重する大切さの自覚を

深める。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内容に応じて、それ

ぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

        

１ 

近

代

化

と

私

た

ち 

・18世紀の東アジア 

・西欧の市民革命につい 

て 

・明治維新の意義 

・帝国主義と東アジア 

・日露戦争と国際情勢 

 

・前近代の発展がその後の進歩の土

台になっていたことへの理解 

・市民革命の持つ意義 

・国民国家へと変貌していっ

た過程への理解 

・西欧帝国主義と東アジアの

立ち位置を理解 

定 期 考

査 

定期考

査 

プリン

ト 

授業観

察 

プリン

ト授業

観察 

研究成

果の発

表 

 
 

２ 

国
際
秩
序
の
変
化
と
私
た
ち 

・一次大戦とソビエトの成

立 

・ベルサイユ体制とワシン

トン体制 

・世界恐慌とファシズム 

・二次大戦から独立へ 

・冷戦と安保条約 

・一次大戦後の世界秩序の転機に

対する理解 

・大戦後の国家間競争とアジアナショ

ナリズムの方向性の理解 

・世界恐慌の影響とその後の変化と

各国の対応への理解 

・二次大戦と国際連合の位置づけに

ついての理解 

定 期 考

査 

定期考

査 

プリン

ト 

授業観

察 

プリン

ト授業

観察 

研究成

果の発

表 



 

※令和４年度以降入学生用 

３ 
 
 

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
私
た
ち 

・冷戦構造化の地域紛争 

・軍拡競争から緊張緩和 

・高度経済成長と石油危機 

・冷戦の終結とソ連の崩壊 

・中国の台頭と国際社会 

・冷戦構造と国際社会の枠組みの

理解 

・資本主義と社会主義の構造の違い

の理解 

・日本の高度成長がもたらしたものに

ついての理解 

・冷戦の終結と中国の台頭によるこ

れからの世界秩序についての理解 

定 期 考

査 

定期考

査 

プリン

ト 

授業観

察 

プリン

ト授業

観察 

研究成

果の発

表 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


